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●大田区

VLP活用のねらい
不登校（傾向）の児童・生徒の社会とのつながり及び

居場所、学びの場をつくる。
対象生徒・児童
学校の教室又は別室登校、つばさ教室に安定的に登校

することができていない不登校の児童・生徒、みらい学園に在
籍する児童・生徒のうち、社会とのつながり又は居場所、学
びの場を求めている者
各種相談機関等、どこにも関わりをもっていない不登校の

児童・生徒
運営時間
平日の午前８時から午後７時まで

活用方法
チャットによる対話やゲーム等のオンラインと自然体験活動

等のオフライン（イベント）を組み合わせてコミュニケーションを
図り、児童・生徒の居場所づくりを提供する。
デキタスを活用して個別学習を行うことで、学びの場を提

供する。

【通常時】
・「デキタス」「みんなでプログラム」「桃太郎電鉄教育版」を中
心に、オンライン支援員とVLP運営員により、児童・生徒との
コミュニケーションを図る

【イベント時】
①内容の検討・決定
②校長会への説明
③周知チラシの作成
④ＶＬＰ利用児童・生徒及び保護者への周知・募集
⑤学びの多様化学校への周知・募集

活動・取組み内容活用方針
適日
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●大田区

児童・
生徒

• 少人数で、緊張しなくてよかったです。
• 先生たちが全員優しく、先生たちとたくさん
話せて楽しかったです。

• 海を見るときに岩をたくさん登るのは大変だっ
たけど海が見れた時はとても嬉しくて楽しかっ
た

• 釣りで魚が釣れた時はとても嬉しかったです。
• みんなでお土産を買う時はとてもウキウキした。
• またいろいろなところに体験に行きたい。

保護者

成果/好影響

次年度以降の方針

オフライン会（イベント）に参加した児童・生徒及び保護者への
事後アンケートでは、「楽しかった。」「また、このような体験活動があっ
たら参加したい。」などの肯定的な意見ばかりであった。
児童・生徒からは、次回以降の提案について、いちご狩りやアイス

スケートなど、前向きな意見がたくさん出た。
保護者からは、学校の行事に参加できていなかったお子さんが、

同学年のこどもと一緒に活動できたことを喜ぶ声をいただいた。

成果は、児童・生徒にとって大きな充実感を得られたことや、同
年代の児童・生徒同士で楽しそうな会話が生まれる機会となったこ
とである。

オンラインとオフラインを組み合わせて、関係者のコミュニケーション
を深めるため、オフライン会（イベント）については次年度も継続す
る予定である。
今年度の実施に際しては、面と向かって他の児童・生徒に会うこ

とに拒否感を抱く児童・生徒や、体験活動の時間や内容について
負担を感じる児童・生徒もいたため、段階的且つ継続的に進めるこ
とで解消していく。
オンライン将棋部を開始し、VLPを利用する児童・生徒同士が

日常的にコミュニケーションを図る機会を確保する。

利用者の声

• ほぼ１年ぶりに集団活動に参加し、アウトド
ア活動も１年ぶりで、月に数度の外出も、
すぐに疲れてしまっていたので、体力的にも心
配だったのですが、とても楽しんで帰ってきま
した。今まで、修学旅行や校外活動、遠足
も休んできた中、今回は、初めて行く前から
楽しみにしており、帰ってきてからも、「また行
きたい！」と言っていたので、余程楽しかった
のだと思います。参加者が全員、不登校の
お子さんだということや、少人数なことも、参
加のハードルが下がった理由かと思います。



3

●大田区
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